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『淸語老乞大（巻之五）』ハングル表記満洲語文語索引* 
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1. はじめに 
 朝鮮時代の司譯院は、外交通訳を担うと同時に、外国語教育機関としても機能していた。

ここには漢学・倭学・蒙学・女真学の四学が置かれ、満洲人の入関後には女真学が清学へ

と改められた。現存する清学書としては、読本類の『八歳兒』・『小兒論』・『三譯総解』・

『淸語老乞大』と、辞書類の『同文類解』・『漢淸文鑑』が挙げられる（小倉 1914a: 44-45; 
1914b: 257-262; Lie 1972: 19-21; 邵磊 2011: 290）。 
 清学書におけるハングル表記の満洲語文語は、必ずしも満洲文字で書かれた満洲語文語

を一対一で転写したものではない。例えば、満洲語文語の CVwV（C＝子音、V＝単母音

または二重母音）に相当する語形が、ハングル表記では 1 音節で書かれる場合もあれば、

2 音節で書かれる場合もある。また、満洲語文語の e に対応するハングル表記や io に対応

するハングル表記などにも、それぞれ複数の対応形式が見られる。ハングル表記の満洲語

文語は、満洲文字では表しきれない発音上の細部を、ある程度反映している可能性がある。

清学書における満洲語文語の満洲文字表記とハングル表記の対応関係に関する研究とし

ては、池上（1951; 1954; 1963）、今西（1958）、성백인（1984）、岸田（1989）、Ikegami（1990）、
崔宰宇（1997）、菅野（2005）、邵磊（2011; 2016）、和田（2013）、王敵非（2013）、邵磊・

多麗梅（2022; 2023）、邵磊・金龍軍（2022）、邵磊・林茶英（2022）、邵磊・王敵非（2022）、
邵磊・任國俊（2023）などが挙げられる。 
 満洲文字とハングルの表記対応の問題を検討するには、ハングルで記された満洲語文語

の語を、対応するメレンドルフ式転写にもとづいて配列し、整理する作業が有効であると

考えられる。そこで本稿では、清学書『淸語老乞大』（全八巻）の第五巻にあるハングル

表記の満洲語文語の語について、メレンドルフ式転写にもとづき索引を作成する。 
 최동권 외（2012: 497-612）も『淸語老乞大』の索引を提供しているが、本稿の索引はそ

れと以下の点で異なる。 
[1] 索引の性質。최동권 외（2012: 497-612）の索引には、満洲語文語メレンドルフ転写と

それに対応する朝鮮語訳を掲載しているが、索引に満洲語文語のハングル表記を記してい

ない。そのため、満洲語文語のハングル表記を参照するたびに『淸語老乞大』の原文を確

認する必要がある。一方、本稿の索引は、満洲語文語メレンドルフ転写とそれに対応する

ハングル表記を対照させたものであり、本稿の索引により、『淸語老乞大』におけるハン

グル表記の満洲語文語の語形を直接参照でき、両者の対応関係が一目瞭然となる。 
[2] 索引の対象単位。최동권 외（2012: 497-612）の索引は複合語や、後接する格助詞を含

むまとまり（例：ahūn deo i「兄弟の」）を一つの対象単位として扱っている。一方、本稿

の索引は、スペースを含まない個々の語を対象単位とする。 

 
* 本稿は、中国国家社会科学基金後期資助項目「満語支語言音系学研究」（課題番号 22FMZB009）の助成
を受けた研究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、北京工業大学の李嘉豪氏よりご協力を賜った。

また、Sulfaより貴重な助言をいただいた。ここに記して深甚なる謝意を表する。 
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[3] 出現箇所の表示方法。최동권 외（2012: 497-612）の索引では、語彙の出現箇所を「巻:
葉」の形式で示している。一方、本稿の索引では、「巻-葉-行-個」の形式を採用しており、

これにより該当する葉の何行目の何語目として出現しているかを特定することができる。 
[4] 対象範囲。최동권 외（2012: 497-612）は『淸語老乞大』全巻を対象とした索引である。

本稿はその第五巻に限定した索引である。 
 
2. ハングル表記満洲語文語の索引 
 次表は、清学書『淸語老乞大（巻之五）』におけるハングル表記の満洲語文語の語形を、

メレンドルフ式転写のアルファベット順に配列したものである。 
[1] 第 1 列には、満洲文字で書かれた語のローマ字転写（メレンドルフ式転写）と、その

語の和訳を示している。和訳については、羽田（1937）、田村ほか（1966-1968）、福田（2008）
等を参考にした。なお、和訳は原則として『淸語老乞大（巻之五）』中の文脈に限定した

意味ではなく、一般的な語義に基づくものとする。 
[2] 第 1 列の動詞については、原則として未完了形とその和訳を記載している。ただし、

『淸語老乞大（巻之五）』における記録が未完了形以外の形式である場合には、第 1 列に

未完了形と和訳を示すとともに、その下の行には、対応する語形を併記している。 
[3] 第 2 列には、『淸語老乞大（巻之五）』に見られるハングル表記の満洲語文語の語形を

示している。 
[4] 第 3 列は、当該語形が『淸語老乞大（巻之五）』原書のどこに出現しているかを示した

ものである。たとえば「(5-1a-2-3)」は「第 5 巻-第 1葉 a面-第 2行-第 3 語」を表す。「第

X 語」とは、ハングル表記の満洲語文語のみを対象に順に計数した場合の X 番目に現れ

る語を指す（ハングル表記の満洲語文語以外の語は計数から除外する）。 
 

表 1：『淸語老乞大（巻之五）』ハングル表記満洲語文語索引 
メレンドルフ式転写と和訳 ハングル表記 出現箇所 
acabumbi「会わせる；合わせ

る；混合する」 
--- --- 

 acabufi 아챠부피 (5-18a-5-3) 
 acabume 아챠부머 (5-16a-6-4) (5-16b-3-6) 
acambi「会う；合う」 아챰비 (5-20b-2-1) 
 acaha 아챠하 (5-1a-5-5) (5-10b-2-3) 
 acaki 아챠키 (5-10a-5-6) 
aciha「積荷」 아치하 (5-1b-1-4) (5-1b-6-5) 
adali「同様」 아다리 (5-6a-3-5) (5-9a-3-7) (5-11a-6-1) (5-12a-4-4) 

(5-14a-3-6) 
adarame「如何に」 아다라머 (5-17a-2-5) (5-22b-2-1) 
age「兄」 아거 (5-4a-4-2) (5-7a-2-5) (5-10a-3-5) (5-12b-6-2) 
agese「兄たち」 아거스 (5-20a-4-1) 
ai「何；何の」 애 (5-5b-4-5) (5-5b-6-2) (5-6b-4-3) (5-7b-5-4) 

(5-8b-6-3) (5-11a-6-2) (5-18b-6-3) (5-23a-4-
2) 

aibe「何を」 애버 (5-19b-1-1) 
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aibi1 애비 (5-19a-1-4) 
aibide「どこに」 애비더 (5-1a-6-2) (5-3b-3-1) (5-23a-4-3) 
aika「もし；もしかしたら；

何か」 
애카 (5-16a-2-3) (5-19a-1-1) 

ainambi「何をする、どうす

る」 
애남비 (5-4b-1-2) (5-19a-2-3) 

ainci「思うに」 앤치 (5-8a-2-1) 
aise「きっと〜だろう」 애스2 (5-5b-3-1) (5-8a-4-4) 
aisembi「何と言う」 --- --- 
 aiseme 애스머 (5-7a-1-3) 
aisi「利」 애시 (5-19a-4-2) 
aisin「金」 애신 (5-7b-5-2) (5-8a-6-3) 
aitumbi「蘇生する」 --- --- 
 aitume 애투머 (5-3a-2-1) 
ajige「小さい」 아지거 (5-5a-5-6) (5-8b-2-5) (5-15a-3-8) 
akta「去勢された家畜」 악타 (5-13b-1-4) 
aktalambi「去勢する」 --- --- 
 aktalaha 악타라하 (5-13a-2-3) 
akū「無い」 아쿠 (5-3b-1-5) (5-5a-2-1) (5-5b-2-6) (5-6a-1-1) 

(5-6a-4-3) (5-6b-1-5) (5-7b-1-7) (5-11a-2-5) 
(5-11b-1-2) (5-16b-5-1) (5-19a-4-4) (5-20a-
5-4) (5-20b-3-3) (5-20b-6-2) (5-21b-2-5) 

alambi「告げる」 --- --- 
 ala 아라 (5-15a-6-4) (5-15b-4-3) 
 alame 아라머 (5-11b-5-1) 
 alara 아라라 (5-17b-2-4) 

 
1『淸語老乞大』には aibiの用例が 3例見られる。aibiが用いられた原文、その文に対応する朝鮮語訳、
aibi の出現箇所を、下の表にまとめた。なお、表中では aibi およびそれに対応する朝鮮語訳に網掛けを
施している。 
 

表 2：『淸語老乞大』における aibiの用例 
 原文 朝鮮語訳 aibiの出現箇所 
(1) aika udarakū oci aibi naci šadame 

ubade jifi ainambi 
만일사지아니면어흐로셔비여긔와므
엇리오 

(5-19a-1-4) 

(2) aibi nadan da isimbi 어닐곱발라냐 (6-17a-2-1) 
(3) geli aibi bayan wesihun juse 

banjire be balai ereci ombi 
어冨貴子息들나키간로可히라랴 (7-13a-4-2) 

 
『増訂清文鑑』における aibi「有甚麼」（何（の妨げ）がある）は、ai「何」＋bi「ある」に由来すると考
えられる。一方、上表にまとめた『淸語老乞大』の aibiは、語源的には ai「何」＋bi「ある」ではなく、
ai「何」＋ba「ところ」に由来すると考えられる。ただし、その意味は「どこ」から抽象化されたもので
ある。なお、『増訂清文鑑』の aibici「從何處」、aibide「何處」、aibingge「何處的」にある aibiも、ai「何」
＋ba「ところ」に由来すると考えられる。 
2『三譯総解』と『淸語老乞大』における aise「きっと〜だろう」のハングル表記に違いが見られる。『三
譯総解』における aiseのハングル表記は、「애스」と「애서」という二つの形式がある。「애스」は(1-7b-
6-2)、(9-20b-3-7)は「애서」にそれぞれ出現している。一方、『淸語老乞大』における aiseも 2例出現して
いるが、いずれも「애스」の形式で表れている。出現箇所は、(5-5b-3-1), (5-8a-4-4)である。 
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alašan「駑馬」 아라샨 (5-14a-4-1) 
alban「公務；官；賦課」 알반 (5-20b-6-5) 
aliyambi「待つ；後悔する」 --- --- 
 aliya 아랴 (5-5a-3-3) 
 aliyafi 아랴피 (5-2a-2-1) 
 aliyaki 아랴키 (5-3b-2-3) (5-5a-2-4) 
amala「後ろ(に)；後に；これ

から」 
아마라 (5-21b-5-3) 

amba「大きい」 암바 (5-4a-4-1) (5-15a-3-7) 
ambula「多い；大いに」 암부라 (5-10a-3-7) 
anda「友」 안다 (5-2a-3-1) (5-4b-3-2) (5-5a-1-1) (5-11b-2-4) 

(5-18b-6-1) 
andase「anda (友)の複数」 안다스 (5-16a-5-2) 
angga「口」 앙가 (5-14a-6-2) (5-14a-6-5) (5-15b-4-4)3 
aniya「年」 아냐 (5-6a-6-2) 
antaka「どうか」 안타카 (5-6a-2-3) (5-9a-2-4) (5-17b-3-7) 
arabumbi「作らせる；書かせ

る」 
아라붐비 (5-22a-4-6) 

arambi「作る；書く；〜のふ

りをする」 
--- --- 

 ara 아라 (5-22a-5-3) (5-22b-1-3) (5-22b-3-3) (5-23a-
1-3) 

 araci 아라치 (5-22a-5-6) (5-22b-1-6) 
 arahangge 아라항거 (5-7b-1-5) 
 araki 아라키 (5-21a-3-6) 
 arambio 아람 (5-22a-6-3) (5-22a-6-5) 
 arame 아라머 (5-9b-4-4) 
arbun「容姿；様子」 알분 (5-18b-4-1) 
asihata「若者」4 아시하타 (5-5b-2-2) 
aššabumbi「動かす」 --- --- 
 aššaburakū 아샤샤부라쿠5 (5-16a-3-5) 
atanggi「いつ」 아탕기 (5-7a-3-1) (5-16a-4-1) 
ba「所；里(距離単位)」 바 (5-6b-4-4) (5-16b-4-6) 
babe「所/里を」 바버 (5-15a-5-5) 
babi「〜所がある；〜里ある」 바비 (5-7b-5-7) 

 
3『淸語老乞大』(5-15b-4-4)の anggaは原書において angga iciに出現しており、angga iciの原書における
朝鮮語訳は「입결의」である。「입결의」は「口に任せて、口から出任せに」を意味する。angga iciはす
なわち漢語の「順嘴」にあたると考えられる。angga iciは、『清文鑑』では anggai iciの形式で表れてい
る。見出し語 badar seme, biyalanggi, fiyolor seme, pei paiの説明文を参照されたい。一方、『淸語老乞大』
の当該箇所における angga iciでは、anggaに格標識 iが見られない。 
4 早田（1988: 16）によれば、形態的には asihanが単数形、asihataが複数形といえる形式をしているが、
共時的には（現代シベ語はもとより、『満文金瓶梅』の康熙年間においても）asihata は複数形ではない。
『淸語老乞大』(5-5b-2-2)の asihataは、emu asihata biheという文脈に出現しており、単数として解釈すべ
きであると考えられる。 
5 王海波（2026a: 4）を参照されたい。 
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baci「所/里より」 바치 (5-4b-2-5) (5-5b-4-4) 
bade「所/里に」 바더 (5-2a-5-3) (5-2b-5-1) (5-4b-4-1) (5-5a-1-5) 

(5-9b-3-5) (5-12a-3-3) (5-15a-4-4) (5-18b-2-
5) (5-22a-6-2) (5-22b-1-5) 

bahambi「得る」 --- --- 
 baha (完了) 바하 (5-10a-4-2) 
 bahambihe 바함비허 (5-6b-1-1) 
 bahara 바하라 (5-8a-3-5) 
 baharakū 바하라쿠 (5-6b-3-5) (5-18b-3-2) 
bahanambi「できる」 --- --- 
 bahanarakū 바하나라쿠 (5-9b-6-6) 
bai「ただ」 배 (5-8a-5-1) 
baimbi「探す；求める；目掛

ける」 
뱀비 (5-22a-1-3) 

 baifi 배피 (5-2b-1-5) (5-4b-1-1) 
 baime 배머 (5-10b-4-5) 
 baire 배러 (5-10a-3-2)6 
 baisu 배수 (5-22a-2-7) 
baita「事」 배타 (5-20b-4-3) 
baitalambi「使う」 --- --- 
 baitalaci 배타라치 (5-21b-5-4) 
balai「みだりに」 바래 (5-15b-4-6) (5-15b-5-4) (5-16a-5-5) 
barambumbi「掻き寄せる」7 --- --- 
 barambufi 바람부피 (5-13a-5-2) (5-15a-4-5) 
be「私たち(除外的)」 버 (5-9b-6-1) (5-20a-4-3) 
be「を」 버 (5-1b-1-5) (5-1b-2-3) (5-1b-2-5) (5-1b-3-2) 

(5-1b-5-1) (5-1b-5-5) (5-1b-6-3) (5-1b-6-6) 
(5-2a-1-5) (5-2a-3-5) (5-2b-1-4) (5-3a-6-2) 
(5-3b-6-6) (5-4a-6-5) (5-5b-1-2) (5-5b-4-7) 
(5-7b-5-3) (5-8a-3-4) (5-8a-4-1) (5-8b-3-1) 
(5-9b-6-5) (5-10a-2-2) (5-10a-3-1) (5-10b-6-
5) (5-11a-3-5) (5-11b-3-3) (5-12a-1-3) (5-
12b-2-4) (5-12b-4-1) (5-12b-6-5) (5-13a-3-3) 
(5-13a-4-5) (5-15a-4-2) (5-15a-6-3) (5-15b-
1-7) (5-15b-3-2) (5-15b-4-2) (5-16b-1-2) (5-
17a-1-2) (5-17a-5-7) (5-17b-2-2) (5-17b-3-4) 
(5-17b-5-6) (5-18b-4-2) (5-19b-4-6) (5-20a-
2-4) (5-20a-6-5) (5-20b-4-7) (5-21a-2-5) (5-
21a-5-2) (5-21b-3-4) (5-21b-4-3) (5-22a-1-2) 
(5-22a-4-4) (5-22a-5-5) (5-23a-1-2) 

 
6 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
7 当該動詞の語幹は、『大清全書』と『増訂清文鑑』では barabu- と綴られている。『大清全書』における
見出し語 barabuha「與其攪和了。」と『増訂清文鑑』における見出し語 barabumbi「攙和」と barabumbi「使

泡」を参照されたい。 
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bethe「脚」 벋허 (5-14b-3-1) 
beye「体；自分」 버여 (5-21b-1-1) 
bi「私」 비 (5-2a-4-2) (5-2a-6-6) (5-3a-4-1) (5-4b-1-3) 

(5-5a-2-2) (5-5b-5-1) (5-7a-3-3) (5-8b-6-5) 
(5-10a-5-1) (5-11a-1-1) (5-11a-4-2) (5-11b-
3-6) (5-12b-4-4) (5-15a-6-5) (5-15b-5-3) (5-
16b-3-1) (5-17b-1-3) (5-17b-5-1) (5-19a-5-1) 
(5-19b-2-2) (5-21b-3-1) (5-22a-1-4) 

bi「ある；いる」 비 (5-1a-6-3) (5-1b-1-3) (5-3a-5-4) (5-3b-4-4) 
(5-5b-6-4) (5-6a-1-6) (5-7b-1-1) (5-9a-1-5) 
(5-9b-1-3) (5-9b-1-7) (5-16b-2-6) (5-20b-4-
4) (5-22b-6-2) 

 bihe 비허 (5-5b-2-3) 
 bio  (5-4a-6-2) (5-5b-1-5) (5-7a-6-4) 
 bisirengge 비시렁거 (5-20b-6-3) 
bibumbi「留める」 --- --- 
 bibu 비부 (5-2a-6-5) 
bithe「本；字；学識」 빋허 (5-21a-3-5) (5-22a-4-3) (5-22a-5-4) (5-23a-

1-1) 
bodombi「考える；計算する」 --- --- 
 bodoci 보도치 (5-18a-5-4) 
 bodome 보도머 (5-15b-3-3) (5-17a-2-7) 
 bodoro 보도로 (5-13a-3-5) 
boihoji「主人」8 뵈호지 (5-1b-4-2) (5-11b-2-2) (5-11b-4-3) 
boo「家；部屋」  (5-5b-1-1) (5-7b-2-5) (5-10a-2-5) 
boode「家/部屋に；家/部屋
で」 

더 (5-5a-4-1) (5-7a-5-4) (5-7b-4-2) (5-10a-5-3) 
(5-23a-1-6) 

booi「家/部屋の」  (5-7a-4-1) (5-7a-6-2) (5-8a-3-2) (5-8a-5-4) 
(5-11a-5-5) 

bumbi「与える」 붐비 (5-22b-2-6) 
 bu 부 (5-19b-5-2) 
 bure 부러 (5-20b-5-3) 
caliyan「銭糧」 챠랸 (5-21a-1-2) 
canjurambi「揖礼を行う」 챤쥬람비 (5-4a-4-4) 
cihai「任意に」 치해 (5-5a-3-2) 
cimari「明日；朝」 치마리 (5-2b-2-1) (5-3a-5-5) (5-3b-5-5) (5-10b-2-2) 

(5-10b-4-3) 
cira「顔、顔色」 치라 (5-3a-1-5) 
cohome「特に」 쵸호머 (5-8a-2-2) 
cohoro「豹花(斑のある馬)」 쵸호로 (5-13b-6-3) 

 
8 当該語は『増訂清文鑑』では boigojiと綴られている。見出し語 boigoji「主人」を参照されたい。一方、

『大清全書』では boihojiと綴られている。見出し語 boihoji「主人婆。家主。」を参照されたい。 
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coohiyan「朝鮮」 햔9 (5-4a-5-4) (5-4b-2-3) (5-5b-4-2) (5-18b-2-3) 
da「根；本；起源；長；矢の

序数詞；庹(長さの単位)」 
다 (5-16a-3-1) 

dabambi「越える」 --- --- 
 dabaha (wahan dabaha「蹄
が裏まで破れた」) 

다바하 (5-14b-4-3) 

dabanambi「超過する」 --- --- 
 dabanaha 다바나하 (5-14b-5-3)10 
daci「もとより」 다치 (5-23a-3-2) 
dade「初めに」 다더 (5-8a-2-6) 
dahambi「従う；投降する」 --- --- 
 dahafi 다하피 (5-11a-4-1) 
 dahame 다하머 (5-17b-3-5) (5-20a-2-5) 
dahan「小馬」 다한 (5-13a-2-4) (5-13b-1-2) 
dahūmbi「繰り返す」 --- --- 
 dahūme 다후머 (5-4b-6-2) 
dalbaki「傍ら(の)」 달바키 (5-20a-4-4) 
dalgan「塊」 달간 (5-12a-5-4) 
dalji「関係」 달지 (5-20a-5-3) 
damu「もっぱら；ただ；しか

し」 
다무 (5-6a-1-2) (5-14b-6-5) (5-16b-5-2) (5-20b-4-

1) 
darin「馬畜の鞍擦れ」 다린 (5-14b-5-1) 
dasambi「改める；治す；治め

る」 
--- --- 

 dasame 다사머 (5-2b-2-2) 
de「に；で」 더 (5-1b-1-2) (5-1b-4-3) (5-2a-6-4) (5-3b-3-6) 

(5-4a-2-2) (5-4a-4-3) (5-4a-4-7) (5-6a-5-3) 
(5-6a-6-6) (5-6b-2-6) (5-7b-1-4) (5-8a-5-3) 
(5-8b-4-2) (5-10a-3-3) (5-10a-3-6) (5-10b-4-
7) (5-11a-2-3) (5-11b-1-4) (5-12a-2-3) (5-
12a-5-5) (5-14b-1-7) (5-14b-6-4) (5-16a-1-6) 
(5-16b-2-2) (5-16b-3-5) (5-16b-4-3) (5-17a-
2-4) (5-17a-4-2) (5-17a-5-3) (5-17a-6-5) (5-
18a-1-2) (5-18a-3-4) (5-19a-6-3) (5-19b-6-4) 

 
9『三譯総解』と『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」のハングル表記に違いが見られる。『三譯総解』
における coohiyan「朝鮮」は、[1]「암바 곤 이 햔」（amba forgon i coohiyan）「冬大季」(1-37b-6-2/3/4/5)、
[2]「커시 더 헝키[러✓]러 햔」（kesi de hengkilere coohiyan）「謝恩使」(1-37b-7-1/2/3/4)、[3]「햔」（coohiyan）
「朝鮮」(2-32a-6-1)に出現しているが、coohiyan「朝鮮」の cooに対応するハングル表記はいずれも「」
ではなく「」である。一方、『淸語老乞大』における coohiyan「朝鮮」の cooのハングル表記は、「」
ではなく「」である。 
10 dabanahaの『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳は「들픠지고」である。その意味に関しては、최동권 
외（2012）は 332頁の脚注で「(발이) 짚어지고. 구부려지고. 절뚝거리고.」と説明しており、520頁の脚注
で「굶주리고 야위다」と説明している。南廣祐（1997: 463）は「들픠지다」を現代語で「들피지다. 주려서 
쇠약해지다.」と訳している。 
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(5-21a-5-6) (5-21b-1-5) (5-22b-2-4) (5-23a-
5-6) 

dehi「四十」 더히 (5-15b-1-4) (5-16b-6-5) (5-18a-2-2) 
dendembi「分ける」 --- --- 
 dendeme 던더머 (5-22a-6-4) (5-22b-1-2) 
derhi「筵」 덜히 (5-1b-4-5) (5-2a-1-3) 
diyan「漢語店」 댠 (5-1a-6-1) (5-2a-6-3) (5-4a-4-6) (5-9a-5-5) 

(5-10b-4-6) (5-11b-1-3) (5-11b-2-1) (5-11b-
4-2) 

 (giking diyan「吉慶店」)  (5-3b-3-5) 
dogo「目の見えない」 도고 (5-14b-2-3) 
dohošombi「跛をひく」 도호숌비 (5-14b-3-2) 
doigonde「予め」 되곤더 (5-8a-4-2) 
doksin「暴虐な」 독신 (5-14a-5-3) 
donjimbi「聴く」 --- --- 
 donji 돈지 (5-16b-1-3) (5-17b-6-2) (5-20a-4-2) 
 donjici 돈지치 (5-20a-6-6) 
 donjiki 돈지키 (5-17b-5-7) 
dorgi「内」 돌기 (5-4a-2-1) (5-14b-6-3) (5-21b-1-4) (5-23a-5-

5) 
doroi「道理/礼儀の」 도뢰 (5-10a-6-4) 
dosimbi「入る；進む；進撃す

る」 
--- --- 

 dosifi 도시피 (5-7a-5-5) 
dosimbumbi「入れる」 --- --- 
 dosimbu 도심부 (5-2a-2-4) 
 dosimbure 도심부러 (5-2a-1-2) 
duin「四」 뒨 (5-22b-5-1) 
duka「門」 두카 (5-5a-6-1) 
dukai「門の」 두캐 (5-5a-5-4) (5-11a-1-4) 
dulembi「通過する；時が過ぎ

る；病気が治る；燃える」 
--- --- 

 dulefi 두러피 (5-8b-4-4) 
 duleke 두러커 (5-6a-6-1) 
dulimbe「中央(を)」11 두림버 (5-16b-5-3) 
dung「漢語東」 둥  
 (šan dung「山東」)  (5-12a-2-2) 

 
11『淸語老乞大』における原文は dulimbe jafafi gisurembi であり、原書における朝鮮語訳は「居中
여니노라」である。최동권 외（2012: 526）はこの箇所の dulimbeを dulinの項目に入れており、dulin
に対格標識 beが後続した形式であることを示唆している。一方、도정업（2022: 10）は『淸語老乞大』の
この箇所の dulimbeは「가운데」を意味するとし、dulimbaであることを示唆している。また、『満文三国
志』における tulimbaおよび『満漢合璧三国志』における dulimbeの語形（この 2つは共に dulimbaの誤

記でると考えられる）と比較している。なお、Sulfa（私信）によれば、本来は dulimbabe jafafi gisurembi
という形をとるはずであるが、誤記により baが書き漏らされているという可能性もある。 
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eberembumbi「衰えさせる；

減らす」 
--- --- 

 eberembu 어버럼부 (5-19b-3-4) 
ebubumbi「降ろす」 --- --- 
 ebubufi 어부부피 (5-1b-1-7) 
ecimari「今朝」12 어치마리 (5-7b-6-3) 
ehe「悪い」 어허 (5-13a-4-3) (5-14b-1-5) (5-15a-3-6) (5-17a-

2-2) (5-17a-5-1) (5-18a-3-2) (5-20b-4-5) (5-
20b-5-4) (5-21b-2-3) (5-21b-4-2) 

ejen「君主；主」 어젼 (5-22b-4-3) 
ekšembi「急ぐ」 억셤비 (5-10b-2-1) 
emgi「一緒に」 엄기 (5-10b-5-5) (5-11b-2-6) 
emke「一つ」 엄커 (5-14b-2-1) (5-14b-2-4) (5-14b-3-3) (5-14b-

4-1) (5-14b-4-4) (5-14b-5-2) 
emte「一つ毎」 엄터 (5-15a-5-6) 
emu「一」 어무 (5-2b-6-3) (5-5b-2-1) (5-6a-6-7) (5-6b-3-1) 

(5-10a-6-5) (5-10b-6-1) (5-11a-5-4) (5-11b-
6-2) (5-12a-4-3) (5-12a-5-3) (5-14b-2-5) (5-
15a-4-3) (5-15b-1-2) (5-16b-6-3) (5-18a-6-3) 
(5-19b-5-4) (5-20b-4-2) (5-21b-2-1) (5-22a-
6-1) (5-22b-1-4) (5-22b-4-2) 

enenggi「今日」 어넝기 (5-10b-1-4) 
enggemu「鞍」 엉거무 (5-1b-3-1) 
enteke「このような」 언터커 (5-17a-6-3) (5-18b-1-2) 
ere「この；これ；この人」 어러 (5-2a-3-3) (5-2a-6-2) (5-2b-2-4) (5-4a-4-5) 

(5-7b-1-2) (5-9a-2-1) (5-9b-2-5) (5-10a-3-4) 
(5-11a-2-1) (5-11b-5-2) (5-12a-1-1) (5-12b-
3-1) (5-13a-1-2) (5-13a-1-4) (5-13a-3-2) (5-
13b-1-1) (5-14a-3-2) (5-14b-1-3) (5-15a-3-2) 
(5-17a-3-2) (5-17b-6-3) (5-18b-5-3) (5-19a-
5-5) (5-20a-6-1) (5-21b-6-4) 

erei「この人の；この」 어레 (5-14b-6-2) 
ergi「方向」 얼기 (5-1b-1-1) (5-16b-3-4) 
erimbi「掃く」 --- --- 
 eri 어리 (5-1b-6-4) 
erin「時」 어린 (5-16b-2-4) (5-22a-2-3) 

 
  

 
12 当該語は『大清全書』と『増訂清文鑑』には収録されていないが、『満漢同文分類全書』等には収録さ

れている。 
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erku「箒」13 얼쿠 (5-1b-5-4) 
eršembi「世話をする、面倒を

見る、仕える」 
--- --- 

 eršefi 얼셔피 (5-8b-3-3) 
farsi「塊」 팔시 (5-12a-5-2) (5-21b-2-2) 
fejergi「下」 퍼졀기 (5-12b-5-1) 
fiyokoyuru14 표코유루 (5-14a-5-5) 
fonde「時に」 폰더 (5-7b-2-3) 
fonjimbi「問う」 --- --- 
 fonjime 폰지머 (5-3b-4-6) 
fudembi「(客を)見送る」 --- --- 
 fudeme 푸더머 (5-11a-1-3) 
 fuderakū 푸더라쿠 (5-11a-4-3) 
 fudere 푸더러 (5-11a-3-2) 
fuhali「全く」 푸하리 (5-6a-4-2) (5-19a-4-3) 
fulan「青馬」 푸란 (5-12b-3-2) 
fulhūi「袋の」 풀휘 (5-21a-4-5) 
fulu「余りのある；優れた」 푸루 (5-2b-5-7) (5-20b-2-3) 
funde「代わりに」 푼더 (5-2b-1-1)15 (5-19b-2-4) 

 
13『淸語老乞大』・『大清全書』・『満漢同文分類全書』・『増訂清文鑑』・『同文類解』における「箒」と「箒

星」を表す満洲語文語の語形は次表のとおりに整理することができる。 
 

表 3：満洲語文語の erikuと erku 
  eriku erku 

淸語老乞大 箒 --- erku「뷔」(5-1b-5-4) 
箒星 --- --- 

大清全書 箒 eriku「掃箒」 erku「條箒」 
箒星 --- erku usiha「條箒星」 

満漢同文 
分類全書 

箒 --- erku「掃箒」 
箒星 --- erku usiha「箒星」 

増訂清文鑑 箒 eriku「笤箒」 --- 
箒星 eriku usiha「彗星」 --- 

同文類解 
箒 어리[°쿠]（eriku）「箒子」 

(2-16a-4-3) 
--- 

箒星 --- 얼[°쿠] 우시하（erku usiha）「笤箒星」 
(1-1b-7-3/4) 

 
 なお、『満文三国志』・『満漢合璧三国志』・『金瓶梅』における当該語の用例の語形に関しては、도정업
（2022: 8-9）を参照されたい。 
14『淸語老乞大』における当該語形 fiyokoyuru（原書朝鮮語訳「비」）は、『大清全書』や『増訂清文

鑑』には収録されていない。최동권 외（2012: 535）も、この語が満洲語の辞書で確認できない点に言及

している。도정업（2022: 18）は、この語について、動詞語幹 fiyokoco- および fiyokojo- との語源的関連

性を提示している。『増訂清文鑑』における見出し語 fiyokocombi「撂蹶子」および『大清全書』における

見出し語 fiyokojombi「馬蹄跳蹶蹄。咆哮之状。馬撒懽。」を参照されたい。 
15『淸語老乞大』の原文は bi sini funde udara niyalma be baifi uncara.であるが、『新滿漢大詞典』（胡增益

1994: 297; 2020: 481）では、これを引用する際に、siniに括弧をつけている。『新滿漢大詞典』の凡例によ

れば、引用文献において規範的な形式に当てはまらない表記や誤記がある場合、それを修正した形式を

括弧で示すと説明されている。 しかしながら、『淸語老乞大』の当該箇所における sini は、規範的でな

い形式でもなければ、誤記でもない。 



 11 

gaimbi「とる」 갬비 (5-15b-2-1) (5-17a-3-1) (5-17a-6-1) 
 gaici 개치 (5-15b-5-1) (5-17a-1-3) (5-20b-1-5) 
 gaiki 개키 (5-15a-5-3) 
 gairengge 개렁거 (5-15b-6-1) 
gajimbi「持って/取って/連れ

てくる；取り/連れに来る」16 
--- --- 

 gajifi 가지피 (5-1b-6-1) (5-21a-5-3) 
 gajiha 가지하 (5-3a-4-6) (5-5b-4-8) (5-5b-5-4) 
 gajihangge 가지항거 (5-8b-6-2)17 
 gaju 가쥬 (5-1b-2-1) (5-1b-5-2) 
gamambi「持って/取って/連
れていく」 

--- --- 

 gamafi 가마피 (5-12a-3-4) 
 gamaha 가마하 (5-2b-5-2) 
 gamara 가마라 (5-2a-5-4) 
geli「また」 거리 (5-2b-3-5) (5-3a-4-5) (5-5b-6-1) (5-8a-1-1) 

(5-8a-3-1) (5-9b-1-4) (5-14a-4-2) (5-19a-6-5) 
gemu「皆」 거무 (5-1b-1-6) (5-7a-4-3) (5-7a-4-5) (5-7b-3-1) 

(5-7b-3-3) (5-7b-4-3) (5-8b-1-4) (5-8b-4-3) 
(5-9b-2-1) (5-12a-1-5) (5-12a-6-4) (5-12b-5-
4) (5-16b-2-3) (5-16b-4-4) (5-20a-3-2) (5-
20b-6-4) (5-21b-6-3) (5-22a-2-5) 

genembi「行く」 거넘비 (5-3b-3-3) (5-10a-5-4) 
 geneci 거너치 (5-5a-1-6) 
 genefi 거너피 (5-3a-6-4) (5-4a-2-3) (5-4b-4-2) (5-10b-4-8) 

(5-11b-1-5) 
 genehe 거너허 (5-4b-4-7) 
 geneki 거너키 (5-1a-4-4) (5-3b-5-1) (5-3b-6-1) (5-12a-2-5) 
 genere 거너러 (5-11a-1-6) 
geo「牝の(馬等)」 ᄀᅺ (5-14a-1-4) 
gese「〜のような」 거서 (5-12b-1-5) (5-18b-1-5) (5-19a-6-1) 
getuken「明白な」 거투컨 (5-7b-1-6) 
giking「漢語吉慶」 기킹  
 (giking diyan「吉慶店」)  (5-3b-3-4) 
ginggin「斤」18 깅긴 (5-6a-6-8) (5-6b-3-2) 
gisun「言葉」 기순 (5-3a-3-2) (5-8a-5-2) (5-9a-5-2) (5-9b-6-4) 

(5-11a-3-4) (5-15b-6-4) (5-16a-1-5) (5-17b-
3-3) (5-18b-6-4) (5-20a-2-3) 

gisurembi「話す」 기수럼비 (5-9a-6-4) (5-16b-6-1) 

 
16 gaji- の意味に関しては、早田（1993）を参照されたい。 
17『淸語老乞大』の原文は sini gajihangge ai ulinであるが、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 318; 2020: 513）
では、これを引用する際に、siniを siと書いている。 
18 王海波（2026d: 12）を参照されたい。 
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 gisurefi 기수러피 (5-4b-4-6) 
 gisureki 기수러키 (5-2b-2-3) (5-12b-2-5)19 
 gisurere 기수러러 (5-16b-1-1) (5-16b-3-7) 
giyalambi「隔てる」 --- --- 
 giyalafi 갸라피 (5-4b-6-1) 
giyan「理」 갼 (5-20b-1-3) 
giyangnambi「講釈する」 --- --- 
 giyangnara 걍나라 (5-10a-2-3) 
goidambi「久くなる」 --- --- 
 goidaha 괴다하 (5-1a-2-7) (5-11b-1-1) 
 goidarakū 괴다라쿠 (5-3a-2-5) (5-4a-2-4) (5-10b-3-2) 
goro「遠い」 고로 (5-5a-1-8) 
gubci「すべて、遍く」 굽치 (5-7a-4-2) 
gucu「友達」 구츄 (5-9b-1-1) (5-9b-1-6) (5-9b-3-1) (5-9b-4-3) 
guribumbi「移す」 --- --- 
 guribume 구리부머 (5-2a-2-3) 
guwembi「鳴く；鳴る」 --- --- 
 guweme 궈머 (5-7b-6-5) 
gūnimbi「思う」 --- --- 
 gūnihabi 구니하비 (5-3a-4-4) 
gūninjambi「思案する」 구닌쟘비 (5-19b-1-2) 
gūwa「別の；別の人」  (5-5b-6-5) (5-6a-2-4) (5-22b-2-2) 

 
  

 
19 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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hailun「海騮(馬の種類)」20 해룬 (5-13b-3-4) 
hala「姓」 하라 (5-23a-4-1) (5-23a-5-1) 
halangga「〜姓の(人)」 하랑가 (5-4a-6-1) (5-7a-2-4) 
haršambi「依怙贔屓する」 --- --- 
 haršara 할샤라 (5-16b-4-5) 
hendumbi「言う」 --- --- 
 hendufi 헌두피 (5-1b-4-4) 
 henduhe 헌두허 (5-20a-6-3) 
honin「羊；未」 호닌 (5-4b-3-3) (5-5a-1-2) 
hono「なお」 호노 (5-6b-3-4) 
hošo「角；隅；方位」 호쇼 (5-5a-5-1) 
hoton「城」 호톤 (5-4a-1-5) (5-23a-5-4) 
hūda「値段；商売」 후다 (5-2b-6-1) (5-3a-6-1) (5-3a-6-5) (5-6a-2-2) 

(5-6a-3-2) (5-6a-4-6) (5-9a-2-3) (5-9a-3-1) 
(5-9a-3-4) (5-9a-4-3) (5-10a-2-1) (5-11b-6-4) 
(5-12b-2-3) (5-13a-5-3) (5-15a-5-2) (5-15a-
6-2) (5-15b-4-1) (5-16a-4-3) (5-16a-6-1) (5-
16b-2-5) (5-17a-2-6) (5-17a-6-4) (5-17b-2-1) 
(5-17b-5-5) (5-18b-1-4) (5-19a-3-2) (5-19a-
3-5) (5-19a-6-2) (5-20a-1-4) (5-20a-6-4) (5-
21a-5-4) (5-21b-6-5) (5-22a-4-7) 

 
20『増訂清文鑑』における hailunは、漢訳が「水獺」（川獺）と「水獺皮」（川獺の皮）である。一方、『淸

語老乞大』の当該箇所における hailun は hailun morin に出現しており、馬の種類の名称を表している。

hailun morin の『淸語老乞大』原書における朝鮮語訳は「가리온」である。「가리운」は「海騮馬」
を意味する（南廣祐 1997: 6; 高麗語言研究院 2006: 4）。これに対して、『大清全書』と『増訂清文鑑』
では「海騮（馬）」を表す語は hailun ではなく、kailun と綴られている。『大清全書』における見出し語
kailun orin「海騮馬。」（orinは morinの誤記）と『増訂清文鑑』における見出し語 kailun「海騮」（説明文

では kailun morin）を参照されたい。도정업（2022: 6）は『淸語老乞大』における hailun morinは kailun 
morinの誤記であるとしている。 
 満洲語文語の「川獺（の皮）」と「海騮」（馬の種類）は次表のとおりにまとめることができる。 
 

表 4：満洲語文語の「川獺（の皮）」と「海騮」（馬の種類） 
 川獺（の皮） 海騮（馬の種類） 
淸語老乞大 --- hailun morin「가리온」 
大清全書 hailon「水獺。」 kailun orin「海騮馬。」 
増訂清文鑑 hailun「水獺」、hailun「水獺皮」 kailun「海騮」（説明文では kailun morin） 

 
 『淸語老乞大』・『漢淸文鑑』・『譯語類解』における「海騮馬」の朝鮮語の語形は相互に異なる。次表

のとおりにまとめることができる。 
 

表 5：『淸語老乞大』・『漢淸文鑑』・『譯語類解』における「海騮馬」の語形 
 朝鮮語 満洲語文語 漢語 出現箇所 
淸語老乞大 가리온 hailun morin --- (5-13b-3) 
漢淸文鑑 리온 kailun 海騮馬 (14-22a-5/6) 
譯語類解 가리운 --- 海騮馬 (2-28b-4) 

 
 なお、高麗語言研究院（2006: 4）によれば、「가리운」は『譯語類解』の「하 23」（下巻第 23 葉）に

出現していると記述しているが、筆者が参照した『譯語類解』では、「가리운」は下巻の（第 23 葉では

なく）第 28 葉 b 面に出現している。 
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hūdai「値段/商売の」 후대 (5-2a-5-2) (5-2b-4-4) (5-2b-5-4) (5-4b-3-5) 
(5-5a-1-4) (5-6a-3-4) (5-12a-3-2) 

hūdašambi「商売する」 --- --- 
 hūdašaci 후다샤치 (5-17b-3-6) (5-19b-6-5) (5-20a-2-6) 
hūncihin「親類」 훈치힌 (5-8a-2-4) (5-9b-2-4) (5-10b-5-3) 
hūntaha「杯」21 훈타하 (5-10a-6-6) (5-10b-6-3) 
hūsun「力」 후순 (5-10a-4-1) 
i「の；で」 이 (5-4a-5-5) (5-4b-2-4) (5-4b-3-4) (5-5a-1-3) 

(5-5a-5-2) (5-5b-4-3) (5-6b-4-5) (5-6b-5-4) 
(5-6b-6-2) (5-8a-6-2) (5-9a-2-6) (5-9a-3-3) 
(5-9a-4-2) (5-9a-5-6) (5-9b-3-7) (5-9b-5-3) 
(5-9b-6-3) (5-10a-1-2) (5-10a-1-5) (5-10b-5-
4) (5-11b-2-5) (5-12b-1-4) (5-15a-3-4) (5-
15b-2-6) (5-18b-2-4) (5-20b-1-4) (5-21a-1-1) 
(5-21a-1-3) (5-21a-4-4) (5-22b-4-4) (5-22b-
6-6) 

ice「新しい」 이쳐 (5-13a-2-2) 
ici「右；方向」 이치 (5-15b-4-5) 
ihan「牛；丑」 이한 (5-14a-3-4) 
ijishūn「従順な」 이짓훈 (5-16a-1-1) 
ilan「三」 이란 (5-6a-6-3) (5-11b-2-3) (5-14b-5-4) (5-16a-1-

4) 
ilimbi「立つ；起きる；止ま

る；休む」 
--- --- 

 ili 이리 (5-10a-6-2) 
 ilifi 이리피 (5-11b-3-1) 
inenggi「日」 이넝기 (5-3a-1-2) (5-3b-2-2) 
inenggidari「毎日」 이넝기다리 (5-2b-3-1) 
inu「そうだ；是；も」 이누 (5-2b-5-6) (5-3a-2-4) (5-3a-3-4) (5-3a-4-2) 

(5-5a-6-3) (5-6b-6-5) (5-9a-5-3) (5-9a-6-2) 
(5-10b-3-1) (5-12b-1-3) (5-15b-2-3) (5-18b-
2-6) (5-20b-3-1) (5-20b-6-1) 

isimbi「足りる；至る、及ぶ、

届く」 
--- --- 

 isirakū 이시라쿠 (5-12a-6-1) 
isinambi「着く、至る」 --- --- 
 isinara 이시나라 (5-11b-3-7) 
isinjimbi「到来する」 --- --- 
 isinjiha 이신지하 (5-1a-3-3) (5-7a-3-2) (5-7a-3-5) 
jafambi「取る；掴む；捕らえ

る、逮捕する；氷が張り詰め

る；交わりを結ぶ」 

--- --- 

 
21 王海波（2026b: 56）の脚注 27を参照されたい。 
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 jafafi 쟈파피 (5-16b-5-4) 
jai「第二；再び；更に」 쟤 (5-2a-2-2) (5-3a-2-2) (5-10a-5-5) (5-10b-2-5) 

(5-19b-4-3) (5-20b-2-2) (5-21a-3-4) 
jaka「物；隙間；所；〜たば

かり」 
쟈카 (5-5b-6-7) (5-15b-2-5) 

jakade「〜の所に/で；〜ので」 쟈카더 (5-6b-2-2) (5-11b-4-1) 
jakai「物の」 쟈캐 (5-6a-3-1) 
jakūnju「八十」 쟈쿤쥬 (5-17a-5-5) 
jakūta「八つ毎」 쟈쿠타 (5-18a-1-5) 
jalin「為」 쟈린 (5-7a-1-2) 
jamarambi「騒いで口論する」 --- --- 
 jamarara 쟈마라라 (5-19b-2-1) 
jasigan「手紙」 쟈시간 (5-7a-6-3) (5-7a-6-5) (5-7b-1-3) (5-8a-3-3) 

(5-8a-5-5) 
je「はい(応答の語)」 져 (5-2a-4-1) 
jerde「紅馬」 졀더 (5-13b-2-1) 
jiha「金銭；銭(重さの単位)」 지하 (5-6a-6-4) (5-6b-2-4) 
jimbi「来る」 짐비 (5-4a-2-6) (5-4b-4-4) 
 jidere 지더러 (5-7b-2-2) (5-8b-2-2) (5-8b-3-5) 
 jiderengge 지더렁거 (5-7a-2-2) 
 jifi 지피 (5-1a-2-5) (5-19a-2-2) 
 jihe 지허 (5-4b-2-6) (5-8a-2-5) 
 jihengge 지헝거 (5-9b-4-6) 
 jio  (5-4b-6-3) 
jingkini「本当の；正しい；正

副の正」 
징키니 (5-15b-3-4) 

jobombi「苦労する；憂える」 죠봄비 (5-7a-1-4) 
jodon「葛布」 죠돈 (5-3a-5-3) (5-4a-5-2) (5-6a-1-5) (5-9a-1-4) 

(5-9a-3-2) (5-21a-4-3) 
joombi「やめる」 --- --- 
 joobai (< joo bai)「やめよ

う」 
배 (5-10b-1-3) 

jugūn「道」 쥬군 (5-2b-3-2) (5-9b-3-6) (5-10a-1-1) 
jui「子」  (5-8b-2-7) 
julergi「南；前」 쥬럴기 (5-5a-4-5) (5-5a-5-5) 
julesiken「やや南/前に」22 쥬러시컨 (5-8b-2-3) 
juse「子供達；子供」23 쥬서 (5-8b-1-3) 

 
22『大清全書』と『増訂清文鑑』には見出し語 julesikenはないが、『増訂清文鑑』の見出し語 jun i šenggin
の説明文には julesikenが出現している。なお、『一百條』・『清文指要』にも julesikenの用例がある（詳細

は竹越 2015: 28を参照されたい）。 
23 早田（1988: 16）によれば、『満文金瓶梅』における juseは、しばしば一人の「子供」を指す。したが

って、本稿では「子供達」という訳に加えて、「子供」という訳も併記している。なお、筆者が調査した

満洲語三家子方言においても、juseが一人の「子供」を指す用法が確認されている。 
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juwan「十」  (5-14b-1-4) (5-17a-2-1) (5-17a-4-6) (5-18a-
3-1) 

juwaran「馬の跑足」24 란 (5-14a-4-3) 
juwe「二」 쥬워 (5-1a-2-2) (5-3b-6-3) (5-4a-1-3) (5-9b-1-5) 

(5-10b-6-2) (5-11b-5-3) (5-16a-1-3) (5-16b-
3-3) (5-17b-2-6) 

kaca「玉眼(馬の種類)」25 카챠 (5-14a-2-3) 
kai「指定や断定の終助詞」 캐 (5-6b-5-6) (5-7b-3-5) (5-12a-4-5) 
kalja「線臉(馬の種類)」 칼쟈 (5-13b-5-3) (5-13b-5-6) 
kara「黒馬」 카라 (5-13b-4-3) (5-13b-5-5) 
keire「棗騮(馬の種類)」 케러 (5-13b-2-5) 
kemuni「しょっちゅう；ま

だ」 
커무니 (5-9a-3-5) (5-16a-2-4) 

kimcimbi「詳察する」 --- --- 
 kimcime 킴치머 (5-21b-1-2) 
konggoro「黄馬」 콩고로 (5-13b-2-3) 

 
  

 
24 当該語は『大清全書』と『増訂清文鑑』ではそれぞれ juwaranと joranと綴られている。『大清全書』
における juwaran morin「善走之馬。」などの見出し語と『増訂清文鑑』における見出し語 joran「大走」

を参照されたい。なお、王海波（2026d: 17）の脚注 22も参照されたい。（但し、当該脚注の第 1 段落の

5 行目にある「juwandara- も juwantara-」は誤記であり、「juwaranda- と juwaranta-」に訂正する必要があ

る。） 
25 当該語は『淸語老乞大』原書において kaca morinというフレーズに出現しており、kaca morinの原書
における朝鮮語訳は「골희눈」である。『譯語類解』(2-28b-6)および『漢淸文鑑』(14-22b-2/3)にも「골희눈」
が見られ、対応する漢語はそれぞれ「環眼馬」と「玉眼」である。また、「골희눈」の『漢淸文鑑』(14-
22b-2/3)における満洲語文語対応表現は cikiriである。 
 

表 6：『淸語老乞大』・『譯語類解』・『漢淸文鑑』における「골희눈」 
 朝鮮語 満洲語文語 出現箇所 漢語 
淸語老乞大 골희눈 kaca morin (5-14a-2) --- 
譯語類解 골희눈 --- (2-28b-6) 環眼馬 
漢淸文鑑 골희눈 cikiri (14-22b-2/3) 玉眼 

 



 17 

kula「黑鬃黄馬」26 쿠라 (5-13b-5-1) 
kuren「栗色馬」 쿠런 (5-13b-3-2) 
lak (lak seme「ぴたりと」) 락 (5-1a-5-2) 
lata「遅い」 라타 (5-14a-5-1) 
lii「漢語李」 리 (5-4a-5-7) (5-7a-2-3) 
liyoodung「漢語遼東」 둥27 (5-9b-3-3) (5-23a-5-3) 
lo「漢語羅」 로  
 (siyan lo「新羅」)  (5-6b-5-3) (5-6b-6-1) 
majige「少し」 마지거 (5-3a-1-6) (5-4b-5-4) (5-19b-3-3) 
mama「父の母；女性祖先；

老婆」 
마마 (5-8b-3-2) 

 
26 朝鮮語「고라」の『淸語老乞大』・『同文類解』における満洲語文語対応表現が異なる。『淸語老乞大』

(5-13b)には「고라」が見られるが、対応する満洲語文語は上述の通り kula morin である。『同文類解』

(2-37a)にも「고라」が見られるが、対応するハングル表記満洲語文語は「콩고로 모린」（konggoro morin）
である。後者の漢訳は「黄馬」である。 
 また、満洲語文語 konggoro morinの『淸語老乞大』・『同文類解』における朝鮮語対応表現も異なる。

『淸語老乞大』における満洲語文語の konggoro morinの朝鮮語対応表現は「공골」である。一方、『同

文類解』における満洲語文語の konggoro morinの朝鮮語対応表現は前述した通り、「고라」である。 
 満洲語文語 kulaは、『漢淸文鑑』では kūlanと綴られており、漢語対応表現と朝鮮語対応表現はそれぞ
れ「黑鬃黄馬」と「갈기와리검은고라」である。また、満洲語文語 konggoro は、『漢淸文鑑』では、
漢語対応表現と朝鮮語対応表現はそれぞれ「黃馬」と「공골」であり、朝鮮語対応表現は『淸語老乞大』
と一致している。一方、『譯語類解』では、「고라」と「공골」の漢語対応表現はそれぞれ「黃馬」と
「土黄馬」である。 
 以上を次表のとおりにまとめることができる。 
 

表 7：「고라」の満洲語文語対応表現および konggoro morinの朝鮮語対応表現 
  朝鮮語 満洲語文語 漢語 

고라 

漢淸文鑑 
(14-22a-4/5) 갈기와리검은고라 kūlan 黑鬃黄馬 

譯語類解 
(2-28a-7) 고라 --- 黄馬 

淸語老乞大 
(5-13b-5) 고라 kula morin --- 

同文類解 
(2-37a-1) 고라 konggoro morin 黄馬 

공골 

淸語老乞大 
(5-13b-2) 공골 konggoro morin --- 

漢淸文鑑 
(14-22a-3/4) 공골 konggoro 黃馬 

譯語類解 
(2-28b-7) 공골 --- 土黄馬 

 
 なお、満洲語文語 kulaは、『大清全書』と『増訂清文鑑』においても、kūlanと綴られている。『大清全
書』における見出し語 kūlan moran「淡黄馬黒粽尾。虎喇。」（moranは morinの誤記）と『増訂清文鑑』

における見出し語 kūlan「黑鬃黄馬」を参照されたい。도정업（2022: 10-11）も、kūlanと kulaの綴りの
違いに言及している。 
27『三譯総解』と『淸語老乞大』における「遼東」の満洲語の満洲文字表記とハングル表記のいずれにも

違いが見られる。「遼東」の満洲語は『三譯総解』において 2例出現しているが、満州文字表記はいずれ

も liyoo dungとなっており、ハングル表記はいずれも「 둥」となっている。『三譯総解』における「遼

東」の満洲語の出現箇所は、(3-6a-3-4/5), (8-16a-3-5/6)である。一方、『淸語老乞大』における「遼東」の

満洲語の満洲語表記とハングル表記はそれぞれ liyoodungと「둥」である。 
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manambi「破れる、壊れる；

月が変わる」 
--- --- 

 manafi 마나피 (5-12b-5-5) 
mangga「難しい；硬い；強い；

高価な」 
망가 (5-9a-4-5) 

manggi「〜た後」 망기 (5-10b-2-4) (5-21a-3-3) 
meimeni「各々」 메머니 (5-22b-3-2) (5-22b-4-6)28 (5-22b-5-4) 
mende「私たち(除外的)に」 먼더 (5-20a-5-1) 
menggun「銀」 멍군 (5-6a-6-5) (5-6b-2-5) (5-15b-1-6) (5-17a-4-

3) (5-17a-5-4) (5-19b-6-3) (5-20b-4-6) (5-
20b-5-5) (5-21a-1-4) (5-21a-2-1) (5-21a-2-4) 
(5-21a-5-1) (5-21b-3-3) 

meni「私たち(除外的)の」 머니 (5-18b-2-2) 
mimbe「私を」 밈버 (5-22a-2-6) 
minde「私に」 민더 (5-19a-4-1) (5-20b-5-1) (5-20b-5-6) 
mingga「千」29 밍가 (3-12a-1-3) (5-12a-5-1)30 
mini「私の」 미니 (5-3b-4-1) (5-7a-5-2) (5-7a-6-1) (5-7b-2-4) 

(5-8b-1-1) (5-8b-2-1) (5-8b-3-4) (5-9b-2-2) 
(5-16a-6-3) (5-17b-3-2) (5-20a-2-2) (5-22b-
6-4) (5-23a-4-5) 

miningge「私のもの」 미닝거 (5-6b-5-1) (5-23a-3-1) 
morin「馬；午」 모린 (5-1b-2-2) (5-2a-3-4) (5-2b-2-5) (5-5b-5-3) 

(5-9a-1-1) (5-9a-2-5) (5-10a-1-4) (5-11b-3-2) 
(5-11b-5-5) (5-12a-1-2) (5-12b-3-3) (5-12b-
6-4) (5-13a-1-3) (5-13a-2-5) (5-13b-1-3) (5-
13b-1-5) (5-13b-2-2) (5-13b-2-4) (5-13b-3-1) 
(5-13b-3-3) (5-13b-3-5) (5-13b-4-2) (5-13b-
4-4) (5-13b-4-6) (5-13b-5-2) (5-13b-5-4) (5-
13b-6-2) (5-13b-6-4) (5-14a-1-3) (5-14a-1-5) 
(5-14a-2-2) (5-14a-2-4) (5-14a-3-1) (5-14a-
3-3) (5-14a-4-4) (5-14a-5-2) (5-14a-5-4) (5-

 
28『淸語老乞大』の原文は sini morin emu ejen i ninggeo meimeni ninggeo duin niyalmai ninggeであるが、『新

滿漢大詞典』第 1 版（胡增益 1994: 579）では、これを引用する際に、2つの ninggeoをいずれも ningge o
と分かち書きし、meimeniを meni meniと綴っている。第 2 版（胡增益 2020: 922）では、1つ目の ningge 
oを ninggeoに正しく訂正しているものの、2つ目の ningge oについては ninggeに訂正しており、依然と

して原文の ninggeoとは一致しない。また、第 2 版では meni meniを meimeniに訂正していない。 
29 当該語は『増訂清文鑑』ではmingganと綴られている。一方、『大清全書』では minggaと綴られてい
る。『淸語老乞大』の当該箇所では、満洲文字表記・ハングル表記のいずれも、minggaに対応する形で現
れている。최동권 외（2012: 570）は、『淸語老乞大』における minggaは mingganの異形態であると述べ

ている。 
30『淸語老乞大』原書の当該箇所における満洲文字表記は、minggaに対応する形で現れている。しかし、
최동권 외（2012: 327）のメレンドルフ式転写は mingganとなっている。また、최동권 외（2012）の書末

の付録（570頁）では、mingganと minggaの項目をいずれも設けているにもかかわらず、(5-12a-5-1)にお
ける mingga を minggan の項目の例として挙げている。なお、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 259; 2020: 
421）においても、『淸語老乞大』原書の当該箇所における minggan を含む例文を引用する際に、mingga
を mingganと綴っている。 
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14a-6-1) (5-14a-6-4) (5-14b-1-2) (5-14b-1-6) 
(5-15a-1-1) (5-15a-3-3) (5-17a-1-6) (5-17a-
2-3) (5-17a-4-1) (5-17a-5-2) (5-18a-1-1) (5-
18a-1-3) (5-18a-3-3) (5-18a-3-5) (5-22b-4-1) 
(5-22b-6-5) (5-23a-1-5) 

mukūn「同族；群れ」 무쿤 (5-4b-1-5) 
muse「私たち(包括的)」 무스 (5-1a-3-1) (5-3b-5-4) (5-4a-1-2) (5-11a-5-3) 

(5-12b-1-6) (5-13a-3-1) 
mušuri「朝鮮産の麻布」 무슈리 (5-3a-5-2) (5-4a-5-1) (5-6a-1-4) (5-9a-1-3) 
na「地」 나 (5-1b-6-2) 
naci「地より」 나치 (5-19a-1-5) 
nahan「オンドル」 나한 (5-11a-2-2) 
nashūn「機会、際」 낫훈 (5-11b-3-5) 
nemšembi「より多く取ろう

とする」 
--- --- 

 nemšehe 넘셔허 (5-20b-2-4) 
nenembi「先行する」 --- --- 
 nenehe 너너허 (5-6a-3-3) (5-9a-3-6) 
 neneme 너너머 (5-21a-3-1) (5-22b-6-3) 
nergin「機会、折」 널긴 (5-8b-4-1) 
ni「の；で」 니 (5-9b-3-4) 
nikan「漢人」 니칸 (5-9b-5-2) (5-9b-6-2) 
nikedembi「どうにかできる」 --- --- 
 nikedeme「かろうじて」 니커더머 (5-15a-1-2) 
ningge「〜であるもの」 닝거 (5-2b-4-1) (5-13a-4-2) (5-13a-4-4) (5-15a-4-

1) (5-21b-2-4) (5-22b-5-3) 
ninggeo 「 〜 で あ る も の

(ningge)か」 
닝ᄀᅺ (5-22b-4-5) (5-22b-4-7) 

ninggun「六」 닝군 (5-12b-5-2) 
ningguta「六つ毎」31 닝구타 (5-18a-4-1) 
ninju「六十」 닌쥬 (5-17a-4-4) (5-18a-4-4) 
niyalma「人」 냘마 (5-2b-1-3) (5-2b-5-5) (5-3b-4-3) (5-4a-5-6) 

(5-5b-1-4) (5-6b-1-4) (5-9a-6-1) (5-9b-5-4) 
(5-11a-2-4) (5-11b-5-4) (5-11b-6-1) (5-11b-
6-3) (5-19b-3-2) (5-19b-4-2) (5-20a-4-5) (5-
21a-6-4) (5-22b-2-3) 

niyalmai「人の」 냘매 (5-11a-5-6) (5-20a-6-2) (5-22b-5-2) 
niyaman「親；親族；心臓；
樹心」 

냐만 (5-8a-2-3) (5-9b-2-3) (5-10b-5-2) 

niyengniyeri「春」 녕녀리 (5-13a-2-1) 
nofi「人の助数詞」 노피 (5-1a-2-3) (5-3b-6-4) (5-4a-1-4) (5-17b-3-1) 
nonggimbi「添える」 --- --- 

 
31 当該語は『大清全書』や『増訂清文鑑』では ningguteと綴られている。 
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 nonggime 농기머 (5-19b-5-1) 
nure「酒(粟や黍などを原料

として醸造した酒)」 
누러 (5-10b-1-1) (5-10b-2-6) (5-10b-6-4) 

oforo「鼻」 오포로 (5-14a-1-1) 
okdombi「迎える」 --- --- 
 okdome 옥도머 (5-1a-4-3) 
 okdoro 옥도로 (5-10a-6-3) 
okson「歩み、一歩」 옥손 (5-14a-3-5) 
olon「馬の腹帯」 오론 (5-1b-2-4) 
ombi「なる」 옴비 (5-4b-2-1) (5-15a-1-4) (5-18a-6-6) (5-20a-1-

4) (5-20a-3-4) 
 oci 오치 (5-3b-1-1) (5-3b-1-6) (5-3b-5-3) (5-6b-6-4) 

(5-7b-4-5) (5-10b-4-2) (5-16a-1-2) (5-16a-3-
6) (5-18a-2-1) (5-18a-4-3) (5-18b-2-1) (5-
19a-1-3) (5-21a-4-2) 

 ocibe 오치버 (5-22a-2-4) 
 ofi 오피 (5-6a-4-4) (5-7b-6-2) (5-9b-6-7) 
 oho 오호 (5-8b-4-6) (5-11a-4-4) 
 ohode 오호더 (5-18b-4-4) (5-21b-6-2) 
 ojorakū 오죠라쿠 (5-17b-1-2) (5-19a-5-3) (5-21b-6-1) 
 ojoro 오죠로 (5-6b-2-1) 
 ombio 옴 (5-15b-5-2) 
omibumbi「飲ませる」 --- --- 
 omibuki 오미부키 (5-10b-1-2) 
omimbi「飲む」 --- --- 
 omici 오미치 (5-10b-2-7) 
 omiki 오미키 (5-10b-6-6) 
orho「草」 올호 (5-10a-1-6) 
orhoda「朝鮮人参」 올호다 (5-3a-5-1) (5-6a-1-3) (5-6a-4-1) (5-6b-4-2) 

(5-6b-4-6) (5-6b-5-5) (5-6b-6-3) (5-9a-1-2) 
(5-9a-4-1) 

orhoi「草の」 올회 (5-1b-4-6) 
saikan「美しい；ちゃんと」 새칸 (5-3a-1-3) 
sain「良い」 샌 (5-3a-6-6) (5-3b-1-4) (5-6a-4-7) (5-6b-6-6) 

(5-7a-5-1) (5-7b-3-4) (5-7b-4-4) (5-8b-4-5) 
(5-13a-4-1) (5-15a-3-5) (5-17a-1-5) (5-17a-
3-4) (5-17b-6-5) (5-21a-2-2) (5-21b-4-1) 

saiyūn「良い(sain)か」 새32 (5-7a-4-4) (5-7b-3-2) (5-8b-1-5) 
sakdambi「年老いる」 --- --- 
 sakdakabi 삭다카비 (5-12b-6-1) 
saksaha「鵲」 삭사하 (5-7b-6-4) 
salimbi「値する；恣にする」 사림비 (5-8a-6-4) 

 
32 王海波（2026c: 24）を参照されたい。 
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 salire 사리러 (5-15b-3-1) 
sarala「貉皮馬」33 사라라 (5-13b-4-5) 
sargan「妻」(sargan jui「女の

子」) 
살간 (5-8b-1-2) (5-8b-2-6) 

sasa「一緒に」 사사 (5-9b-4-5) 
sasari「一緒に」 사사리 (5-3b-5-6) 
se「歳；年齢」 서 (5-12b-3-4) 
seberi「銀蹄(馬の種類)」 서버리 (5-13b-6-1) 
secimbi「裂く」 --- --- 
 secihe34 서치허 (5-14a-1-2) 
sektefun「座布団」 석터푼 (5-1b-4-7) 
sektembi「敷く」 --- --- 
 sektere 석터러 (5-2a-1-4) 
sembi「言う」 슴비 (5-2a-4-4) (5-12a-2-6) 
 se 스 (5-1b-5-3) 
 seci 스치 (5-2a-5-1) (5-21a-2-3) 
 sehebi 스허비 (5-8a-6-5) (5-12a-6-2) 
 sembihe 슴비허 (5-1a-4-5) 
 sembio 슴 (5-2a-3-7) 
 seme 스머 (5-1a-5-3) (5-2b-5-3) (5-4b-4-5) (5-16a-3-4) 

(5-18a-6-2) (5-20b-2-5) 
 sere 스러 (5-7b-5-6) (5-15a-5-4) (5-20a-1-2) 
 serengge 스렁거 (5-18b-5-1) (5-18b-6-5) 
si「あなた」 시 (5-1b-4-1) (5-2a-3-2) (5-2a-4-5) (5-3b-2-4) 

(5-4a-6-3) (5-4b-5-1) (5-5b-4-1) (5-7b-2-1) 
(5-11a-2-6) (5-11a-4-5) (5-12a-6-3) (5-12b-
3-6) (5-12b-6-3) (5-15b-2-2) (5-16b-6-2) (5-
17a-6-2) (5-17b-6-1) (5-18b-6-2) (5-19a-5-4) 
(5-21a-6-2) (5-21b-4-5) (5-22a-5-2) (5-22b-
1-1) (5-22b-3-1) 

sikse「昨日」 식서 (5-7a-3-4) 
simbe「あなたを」 심버 (5-10b-4-4) (5-11a-1-2) 

 
33 当該語は、『大清全書』と『増訂清文鑑』では sarlaと綴られている。『大清全書』における見出し語 sarla 
morin「兎合馬。」と『増訂清文鑑』における見出し語 sarla「貉皮馬」を参照されたい。도정업（2022: 18）
も、sarlaと saralaの綴りの違いに言及している。 
34 当該語は『淸語老乞大』原書(5-14a-1)において oforo secihe morinというフレーズに出現している。oforo 
secihe morinの原書における朝鮮語訳は「코ᄶᅴᆫ」である。なお、「코」という語形もあり、「豁鼻馬」
を意味する（南廣祐 1997: 1339; 高麗語言研究院 2006: 574）。たとえば、『譯語類解』(2-29a-2)における「豁
鼻馬」の朝鮮語対応表現は「코」である。 
 動詞「다」・「다」は、現代語の「째다」・「찢다」を意味する（南廣祐 1997: 789, 988; 
高麗語言研究院 2006: 694; 최동권 외 2012: 331）。「째다」・「찢다」は「裂く」を意味する（두산동아 
사서편집국 1994: 1854, 1859）。 
 したがって、oforo secihe morinにおける seciheは、動詞 secimbi「裂く」の語幹 seci- に完了接辞 -heが
付いた形式であると考えられる。なお、sentehe「歯の欠けた；器物の欠けた」との語源的関連性も否定

できないと考えられる。 
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sindambi「置く；放つ」 --- --- 
 sinda 신다 (5-21b-5-2) 
 sindara 신다라 (5-22a-2-1) 
sinde「あなたに」 신더 (5-17b-2-3) 
sini「あなたの」 시니 (5-2a-6-7) (5-3a-3-1) (5-5a-3-1) (5-6b-4-1) 

(5-8b-2-4) (5-8b-6-1) (5-9a-5-1) (5-9a-6-5) 
(5-11a-3-3) (5-15a-3-1) (5-15b-2-4) (5-15b-
6-3) (5-17b-5-3) (5-18b-1-1) (5-18b-3-3) (5-
21a-1-5) (5-22b-3-4) (5-23a-1-4) (5-23a-3-4) 

siyan「漢語新羅」35 샨  
 (siyan lo「新羅」)  (5-6b-5-2) (5-6b-5-7) 
songkoi「〜に依って」 송쾨 (5-16a-3-2) 
sucilembi「獣が懐胎する；芽

生える」 
--- --- 

 sucilehe 수치러허 (5-14a-2-1) 
sulabumbi「残しておく；緩め

る」36 
--- --- 

 sulabufi 수라부피 (5-1b-2-6) 
sumbi「解く；脱ぐ；門を開

ける」 
--- --- 

 sure 수러 (5-1b-3-5) 
sunja「五」 순쟈 (5-6b-2-3) (5-14b-6-6) (5-17a-1-4) (5-17a-3-

3) (5-17b-6-4) (5-19b-4-4) (5-19b-6-1) 
suru「白馬」 수루 (5-13b-4-1) 
suwaliyambi「混ぜる」 --- --- 
 suwaliyame 랴머 (5-13a-5-1) 
suwayan「黄色い；戊」 얀 (5-7b-5-1) 
suwe「あなたたち」 숴 (5-19b-1-3) (5-20a-2-1) 
suwembe「あなたたちを」 쉄버 (5-1a-4-2) (5-1a-5-1) 
suweni「あなたたちに」 숴니 (5-1a-2-1) (5-3b-6-2) (5-16b-3-2) (5-17b-2-

5) (5-19b-2-3) 
šadambi「疲れる」 --- --- 
 šadafi 샤다피 (5-2b-3-4) 
 šadame 샤다머 (5-19a-1-6) 

 
35『對音輯字』（上巻第 37 葉 b 面）では、漢字「新」に対応する満洲文字は sinである。一方、『淸語老乞
大』の当該箇所において「新羅」の「新」を表す語は、siyanに対応する形で現れている。 
36 sulabumbi の『増訂清文鑑』における満洲語の説明文および漢語訳は、それぞれ yaya funcebure be 
sulabumbi sembiおよび「留空」である。羽田亨（1937: 387）は「殘しておく．剩しておく．留めておく．

空けておく.」と和訳している。『淸語老乞大』(3-5b-6-3/4/5), (5-1b-2-4/5/6)における olon be sulabume, olon 
be sulabufiに対応する朝鮮語訳はいずれも「오랑을느초고」である。すなわち、当該箇所の sulabu- に対
応する朝鮮語は「느초다」である。南廣祐（1997: 320）によれば、「느초다」は現代語では「늦추다」で
ある。また、두산동아 사서편집국（1994: 501）によれば、「늦추다」は「緩める；緩くする」などを意味

する。「緩める」という意味は、『滿漢大辭典』（安雙成 1993: 122, 754; 2018: 125, 781）の erun be komso 
fafun be sula obumbi「省刑驰禁。」と mederi fafun be taka sula obumbi「暂弛海禁。」では、sula obumbiによ
って表されている。 
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šan「漢語山」 샨  
 (šan dung「山東」37)  (5-12a-2-1) 
šu「漢語書」 슈  
 (wen šu「文書」)  (5-22a-4-2) 
taka「暫く」 타카 (5-1b-3-3) (5-1b-6-7) (5-2a-6-1) (5-3b-1-7) 

(5-4b-5-2) (5-10a-6-1) (5-16a-5-3) (5-17b-5-
2) 

takambi「見知る」 --- --- 
 takara 타카라 (5-3b-4-2) 
 takarakū 타카라쿠 (5-13a-1-1) (5-21b-4-4) 
tanggū「百」 탕구 (5-15b-1-3) (5-16b-6-4) (5-18a-6-4) (5-19b-

5-5) 
tarhūn「太った」 탈훈 (5-2b-3-6) 
tarun「お喋り」 타룬 (5-14a-6-3) 
tatambi「引く；宿る」  --- --- 
 tataha 타타하 (5-7a-5-3) (5-10a-5-2)38 
 tatahabi 타타하비 (5-5a-4-2) 
 tatara 타타라 (5-10a-2-4) 
te「今」 터 (5-5b-2-4) (5-6a-2-1) (5-6a-5-1) (5-6b-1-2) 
tecembi「一緒に座る」 --- --- 
 tecefi 터쳐피 (5-12b-2-2) 
tede「そ/あの所に；そ/あの人

に」 
터더 (5-3b-4-5) (5-4b-1-4) (5-12b-1-1) 

teike「今し方」 테커 (5-1a-3-4) (5-4b-2-2) (5-19a-3-1) 
tembi「座る；住む；職に就く；

沈殿する；水が溜まる」 
--- --- 

 tehebi 터허비 (5-23a-4-4) (5-23a-6-1) 
 teki 터키 (5-7a-5-6) 
temgetu「印(いん)の一種；印

(しるし)；証拠；証書」 
텀거투 (5-21b-5-1) (5-22a-1-5) 

temšembi「争う」 --- --- 
 temšere 텀셔러 (5-16a-6-2) 
teng (teng seme「しっかり

と」) 
텅 (5-16a-3-3) 

teni「やっと」 터니 (5-1a-3-2) (5-16a-4-2) 
tere「その；それ；その人；

あの；あれ；あの人」 
터러 (5-1a-6-4) (5-4a-6-4) (5-4b-3-1) (5-4b-6-4) 

(5-5a-3-4) (5-5a-4-3) (5-5a-6-4) (5-7a-2-1) 
(5-9a-5-4) (5-9b-5-1) (5-10b-5-1) 

tese「そ/あの人たち」 터스 (5-12a-1-4) 
tob「正しい；正に」 톱 (5-18a-6-1) (5-20a-1-1) 

 
37『淸語老乞大』における「山東」の満洲語 šan dungは 4例出現しているが、いずれも分かち書きされて

いる。しかし、満洲語におけるこの語は通常、分かち書きされない形（šan dung）で現れる。 
38 原書の当該箇所における満洲語文語のハングル表記は、印刷が不鮮明である。 
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todolo「兆し」 토도로 (5-8a-3-6) 
toktobumbi「決める；平定す

る」 
--- --- 

 toktobuha 톡토부하 (5-18b-1-3) (5-19a-3-4) 
 toktobuki 톡토부키 (5-13a-5-4) 
 toktobure 톡토부러 (5-17b-5-4) (5-19b-2-5) 
toktombi「決定する」 톡톰비 (5-16a-5-1) 
toktosi (hūda toktosi「仲買人」) 톡토시 (5-11b-6-5) (5-19a-3-3) (5-21a-5-5) (5-22a-

1-1) (5-22a-5-1) 
tome「〜毎に」 토머 (5-15a-6-1) (5-18a-1-4) (5-18a-3-6) 
ton「数；定員」 톤 (5-22b-6-1) 
tondo「まっすぐな；公平な；

忠誠な」 
톤도 (5-17b-1-4) (5-20b-1-2) 

tucibumbi「出す」 --- --- 
 tuciburakū 투치부라쿠 (5-2b-6-2) (5-7a-1-1) 
tucimbi「出る」 --- --- 
 tucifi 투치피 (5-1a-4-1) (5-4b-5-3) 
 tucike 투치커 (5-5b-2-7) 
tuhenembi「倒れる；落ちてい

く；〜の結果になる」 
투허넘비 (5-18a-2-4) (5-18a-5-1) 

tuilgakū39 튈가쿠 (5-14a-2-5) 

 
39 朝鮮語「래」の『淸語老乞大』・『同文類解』における満洲語文語対応表現が異なる。『淸語老

乞大』(5-14a)には「래」が見られるが、対応する満洲語文語は tuilgakū morinである。『同文類解』

(2-37a)にも「래」が見られるが、対応するハングル表記満洲語文語は「독신 모린」（doksin morin）
である。後者の漢訳は「劣馬」である。南廣祐（1997: 222）も、「래」が「劣馬」を意味すること
に言及している。 
 また、満洲語文語 doksin morinの『淸語老乞大』・『同文類解』における朝鮮語対応表現も異なる。『淸

語老乞大』における満洲語文語の doksin morinの朝鮮語対応表現は「놀라」である。一方、『同文類

解』における満洲語文語の doksin morinの朝鮮語対応表現は前述した通り、「래」である。 
 

表 8：「래」の満洲語文語対応表現および doksin morinの朝鮮語対応表現 
  朝鮮語 満洲語文語 漢語 

래 

淸語老乞大 
(5-14a-2/3) 래 tuilgakū morin --- 

同文類解 
(2-37a-3/4) 래 doksin morin 劣馬 

놀라 

淸語老乞大 
(5-14a-5) 놀라 doksin morin --- 

譯語類解 
(2-28b-8) 놀라 --- 眼生馬 

 
 Sulfa（私信）が指摘しているように、満洲語文語の tuilgakūの語源に関しては、モンゴル語の tuilɑ- に
由来する可能性がある。モングル語のこの語根の語としては、『蒙漢詞典』（内蒙古大學蒙古學研究院蒙

古語文研究所 1999: 1081）には tuilɑxu「（馬、駱駝等）尥蹶子、撂蹄」、tuilɑγ-ɑ「尥蹶子」が収録されて

いる。なお、満洲語文語には動詞 tuilambi「馬などが暴れて駆ける」があり、満洲語文語のこの動詞もモ

ンゴル語の tuilɑ- を語源とすると考えられる。 
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tukiyembi「持ち上げる；担

ぐ；挙用する；称揚する；客

に配膳する」 

--- --- 

 tukiyeme 투켜머 (5-12b-4-2) 
tule「外に」 투러 (5-11a-1-5) 
tumen「万」 투먼 (5-8a-5-6) 
turga「痩せた」 툴가 (5-14b-6-1) 
turi「豆」 투리 (5-10a-1-7) 
tusa「利益」 투사 (5-20b-3-2) 
tuttu「そのように；あのよう

に」 
툳투 (5-7b-6-1) 

tuwabumbi「見せる；見させ

る；見られる」 
--- --- 

 tuwabu 투와부 (5-21a-6-1) 
tuwakiyambi「見張る」 --- --- 
 tuwakiyara 캬라 (5-5b-1-3) 
tuwambi「見る」 --- --- 
 tuwa 투와 (5-12b-4-3) (5-21b-1-3) 
 tuwaci 투와치 (5-11b-1-6) (5-12b-4-5) (5-15a-1-3) 
 tuwacibe 투와치버 (5-21b-3-5) 
 tuwaha 투와하 (5-21a-3-2) 
 tuwame 투와머 (5-3a-6-3) (5-3b-3-2) (5-18b-4-3) 
 tuwara 투와라 (5-11b-3-4) 
tuwašambi「面倒を見る、補給

する；見張る、監視する」 
--- --- 

 tuwaša 샤 (5-4a-1-1) 
ubaci「ここより」 우바치 (5-5a-1-7) 
ubade「ここに/で」 우바더 (5-1a-2-4) (5-1a-5-4) (5-5a-2-3) (5-5b-2-5) 

(5-12a-4-1) (5-19a-2-1) 
ucarambi「出会う」 --- --- 
 ucarafi 우챠라피 (5-9b-4-2) 
ucuri「機会、折」 우츄리 (5-9a-2-2) 
udambi「買う」 --- --- 
 udaci 우다치 (5-6b-3-3) (5-19a-5-2) 
 udafi 우다피 (5-12a-1-6) 
 udahangge 우다항거 (5-23a-3-3) 
 udahanggeo 우다항ᄀᅺ (5-23a-2-2) 
 udaki 우다키 (5-18b-4-6) 
 udame 우다머 (5-18b-3-1) 
 udara 우다라 (5-2b-1-2) (5-11b-5-6) (5-16b-1-5) (5-19b-4-

1) 
 udarakū 우다라쿠 (5-19a-1-2) 
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udu「幾つ；いくら〜(だと

て)」 
우두 (5-1a-2-6) (5-3a-1-1) (5-3b-2-1) (5-5b-5-2) 

(5-6a-5-2) (5-8b-6-6) (5-9b-1-2) (5-12a-3-1) 
(5-12b-3-5) (5-15a-5-1) (5-21b-3-2) 

ufarabumbi「失わせる；損さ

せる；失策させる」 
--- --- 

 ufaraburakū 우파라부라쿠 (5-20a-3-3) 
uhei「一緒に」 우헤 (5-12b-2-1) 
uheri「すべて」 우허리 (5-15b-1-1) (5-18a-5-2) (5-19b-5-3) 
uhuken「柔らかい」 우후컨 (5-14b-1-1) 
ujimbi「養う」 --- --- 
 ujihenggeo 우지헝ᄀᅺ (5-23a-2-1) 
ulebumbi「食物を与える、食

べさせる；筆を墨に浸す；荒

縫いさせる」 

--- --- 

 ulebufi 우러부피 (5-3a-1-4) 
ulha「家畜」 울하 (5-3b-6-5) 
ulhibumbi「悟らせる」 --- --- 
 ulhibuhengge 울히부헝거 (5-8a-4-3) 
ulin「貨財」 우린 (5-5b-4-6) (5-5b-6-3) (5-8b-6-4) 
umai「全く(〜でない)」 우매 (5-5b-6-6) (5-20a-5-2) 
ume「否定命令標識」 우머 (5-1b-3-4) (5-2a-1-1) (5-2a-5-3) (5-11a-3-1) 

(5-11a-5-1) (5-13a-3-4) (5-16a-5-4) (5-19b-
1-4) (5-20b-5-2) 

umesi「甚だ」 우머시 (5-3a-3-3) (5-6a-4-6) (5-9a-4-4) (5-12b-5-6) 
(5-20b-1-1) 

uncambi「売る」 운챰비 (5-6a-5-4) 
 uncaci 운챠치 (5-3a-2-3) (5-6b-6-7) (5-12b-1-2) (5-17b-1-

1) 
 uncaki 운챠키 (5-2a-3-6) (5-2a-4-3) (5-2a-4-6) (5-3b-1-2) 
 uncame 운챠머 (5-12a-2-4) (5-22b-2-5) 
 uncara 운챠라 (5-2b-1-6) (5-4a-5-3) (5-6b-1-3) (5-12a-3-5) 

(5-15b-3-5) (5-16b-2-1) (5-19b-3-1) (5-21a-
6-3) 

 uncarakū 운챠라쿠 (5-19a-6-4) 
 uncarengge40 운챠렁거 (5-12a-4-2) 
undehen「板；割竹」 운더헌 (5-5a-5-7) 
unduri「沿道に」 운두리 (5-9b-4-1) (5-10a-1-3) 
unenggi「誠；事実；誠実な；

本当の」 
우넝기 (5-7b-4-1) (5-18b-4-5) 

ushambi「恨む」 웃함비 (5-11a-6-3) 
 ushara 웃하라 (5-11a-5-2) 

 
40 母音調和に従えば、uncaranggeではなく、uncarenggeのはずである。しかし、『淸語老乞大』の当該箇
所では、uncarenggeの形で現れている。 
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uthai「すぐに；即ち」 욷해 (5-2b-4-3) (5-4a-2-5) (5-4b-4-3) (5-5a-6-2) 
(5-16a-2-1) (5-19b-6-6) 

uttu「このように」 욷투 (5-3a-4-3) (5-3b-5-2) (5-9a-6-3) (5-10b-4-1) 
(5-21a-4-1) 

wahan「蹄；袖口」 와한 (5-14b-3-4) (5-14b-4-2) 
waiku「歪んだ」 왜쿠 (5-14b-3-5) 
wajimbi「終わる」 와짐비 (5-16a-2-2) 
waka「〜ではない；非」 와카 (5-2b-4-2) (5-15b-6-2) (5-18b-5-2) 
wakao「違うか；悪いか」 와 (5-7a-2-6) 
wang「漢語王」 왕 (5-23a-5-2) 
wargi「西」 왈기 (5-1a-6-5) (5-5a-4-4) 
wase「瓦(漢語瓦子)」 와스 (5-5a-5-3) 
we「誰」 워 (5-9b-3-2) (5-16b-4-1) 
wede「誰に」 워더 (5-22a-4-5) 
weihe「歯；角(つの)」 웨허 (5-12b-3-7) (5-12b-5-3) 
wen「漢語文」 운41  
 (wen šu「文書」)  (5-22a-4-1) 
wesihun「上に；東に；高貴

な」 
워시훈 (5-7b-5-5) 

ya「誰；どこ；何；どれ；ど

ちら」 
야 (5-5a-3-5) (5-16b-4-2) 

yabumbi「行く、歩く；行う」 --- --- 
 yabume 야부머 (5-2b-3-3) 
yacihiyambi「嚔をする」 --- --- 
 yacihiyambihengge 야치햠비헝거 (5-8a-1-2)42 
yan「両(重さの単位)」 얀 (5-8a-6-1) (5-15b-1-5) (5-17a-1-1) (5-17a-4-

5) (5-17a-5-6) (5-18a-1-6) (5-18a-2-3) (5-
18a-4-2) (5-18a-4-5) (5-18a-6-5) (5-19b-4-5) 
(5-19b-6-2) 

yasa「目」 야사 (5-14b-2-2) 
yaya「すべての、諸々の」 야야 (5-16b-1-4) (5-20a-3-1) (5-22a-2-2) 

 
 

 
41 当該箇所の「文書」の「文」は、満洲文字による満洲語文語は wenと綴られているが、ハングル表記
による満州語文語は「원」ではなく、「운」と綴られている。 
42『淸語老乞大』の原文は tuttu ofi ecimari saksaha guweme geli yacihiyambihengge ainci cohome niyaman 
hūncihin jihe dade（後略）であるが、『新滿漢大詞典』（胡增益 1994: 370; 2020: 598）では、これを引用す

る際に、yacihiyambihenggeを yūkiyambihenggeと綴っている。 
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Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae is one of the books compiled by the Bureau of Interpreters during 
the Joseon Dynasty in Korea. In this work, Written Manchu words were recorded in 
both the Manchu script and the Hangul transcription. Notably, the Hangul transcriptions 
do not always correspond directly to their Manchu script counterparts, suggesting that 
they may reflect phonetic nuances not fully represented in the Manchu script. This 
paper presents a Möllendorff-transcription-based index of Written Manchu words 
found in the fifth volume of Ch’ŏng-ŏ No-gŏl-dae. By aligning the Hangul 
transcriptions with their equivalents in the Manchu script (represented in Möllendorff 
transcription), the index serves as a practical reference for exploring script 
correspondences and phonological details of Written Manchu. 
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